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調査と情報　第198号（2002年11月）

　

豊
か
な
地
域
食
文
化
の
発
信
に
向
け
て

　

地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
地
場
食
品
産
業
の
振

興
と
各
県
の
特
色
を
活
か
し
た
農
業
の
発
展
を
図

る
た
め
に
、
地
域
特
産
物
を
見
直
し
新
た
に
創
造

し
て
い
く
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。地
域
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
風
土
で
育
ま
れ
た
優
れ
た
郷
土
料
理

が
数
多
く
存
在
し
、
地
域
の
食
材
と
結
び
つ
き
、

受
け
継
が
れ
て
き
た
。
今
回
は
、
地
域
特
産
物
の

振
興
を
め
ざ
し
た
各
地
の
取
組
み
を
、
フ
ー
ド
シ

ス
テ
ム
の
観
点
か
ら
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

一
．
地
域
の
食
材
を
活
か
し
た
取
組
み

1

秋
田
比
内
地
鳥
と
き
り
た
ん
ぽ
鍋
の
普
及

　

在
来
種
を
基
礎
と
し
て
高
品
質
鶏
肉
を
生
産
す

る
取
組
み
は
、
全
国
的
な
広
が
り
を
み
せ
て
い
る

が
、
そ
の
代
表
的
成
功
事
例
が
秋
田
県
の
比
内
地

鳥
で
あ
る
。
比
内
地
鶏
の
伸
び
と
と
も
に
、
郷
土

料
理
の
「
き
り
た
ん
ぽ
セ
ッ
ト
」
の
出
荷
が
増
え

て
お
り
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
や
宅
配
便
を
利
用
し
て
全

国
に
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

2

山
形
県
の
芋
煮
セ
ッ
ト
の
販
売

　

山
形
県
の
「
芋
煮
会
」
は
、
地
元
に
と
っ
て
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
年
中
行
事
に
な
っ
て
い
る
。

村
山
・
最
上
・
置
賜
・
庄
内
の
各
地
域
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
芋
煮
鍋
が
あ
り
、
地
域
食

材
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。
芋
煮
セ
ッ
ト
は
百
貨
店

や
通
販
な
ど
多
様
な
ル
ー
ト
で
販
売
さ
れ
る
ま
で

に
な
っ
た
。

3

京
都
府
の
京
野
菜
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
組
み

　

京
都
に
は
京
野
菜
を
食
材
と
し
た
食
文
化
の
伝

統
が
あ
り
、
京
の
歴
史
が
育
ん
だ
有
職
料
理
や
精

進
料
理
、
懐
石
料
理
、
京
の
お
ば
ん
ざ
い
、
祭
礼

や
行
事
に
ち
な
ん
だ
料
理
な
ど
、
多
彩
な
料
理
が

発
展
し
た
。
こ
の
伝
統
を
食
材
の
面
か
ら
支
え
た

の
が
京
都
の
伝
統
野
菜
、
京
野
菜
で
あ
り
、
全
国

的
に
み
て
も
伝
統
野
菜
の
品
目
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
に
あ
る
。
昭
和
六
二
年
に
は
、
京
都
府
農
林
水

産
物
ブ
ラ
ン
ド
確
立
推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、

関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
京
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
取
り
組
み
、
今
で
は
全
国
的
に
も
普
及
し
て
い

る
。

二
．
地
域
特
産
物
の
振
興

1

ふ
る
さ
と
認
証
食
品

　

大
阪
府
で
は
、
水
な
す
漬
を
大
阪
府
Ｅ
マ
ー
ク

認
証
事
業
（
ふ
る
さ
と
認
証
食
品
）
の
第
一
号
と

し
て
認
証
し
、
な
に
わ
の
特
産
品
と
し
て
ブ
ラ
ン

ド
化
を
推
進
し
て
き
た
。
大
阪
の
地
域
野
菜
を
原

料
と
し
た
認
証
食
品
に
は
他
に
天
王
寺
蕪
や
毛
馬

き
ゅ
う
り
な
ど
が
あ
る
が
、
特
に
水
な
す
漬
は
生

産
者
や
加
工
業
者
、
行
政
等
の
連
携
に
よ
り
、
全

国
的
な
知
名
度
を
獲
得
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い

る
。

2

都
市
近
郊
で
の
取
組
み

　

都
市
近
郊
に
お
い
て
は
、
環
境
創
造
型
の
取
組

み
が
重
要
性
を
増
し
て
お
り
、
都
市
住
民
と
の
交

流
促
進
等
、
新
た
な
地
域
農
業
の
展
開
と
地
域
振

興
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

＜

梅
に
よ
る
環
境
創
造＞

　

小
田
原
梅
の
復
興
に
は
、「
小
田
原
市
梅
研
究

会
」
の
組
織
的
な
活
動
が
貢
献
し
て
い
る
。
小
田

原
市
と
Ｊ
Ａ
小
田
原
市
が
事
務
局
と
し
て
主
体
的

な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
観
光
協
会
や
梅
ま
つ

り
実
行
委
員
会
等
と
も
連
携
し
て
振
興
を
は
か
っ

て
い
る
。
梅
加
工
に
も
取
組
み
、
地
域
特
産
物
づ

く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

3

中
山
間
地
域
の
取
組
み

　

中
山
間
地
域
は
農
業
生
産
条
件
が
劣
後
し
、
高

齢
化
の
進
展
等
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
も
拡
大
し

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
中
山
間
地
域
の
も
つ
多

面
的
機
能
を
発
揮
す
る
う
え
で
も
、
地
域
資
源
等

を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
る
。

＜

蒟
蒻
に
よ
る
地
域
振
興＞

　

秩
父
の
蒟
蒻
は
生
産
農
家
、
町
村
、
Ｊ
Ａ
、
秩

父
こ
ん
に
ゃ
く
等
が
連
携
し
、
地
域
特
産
物
と
し

て
振
興
を
は
か
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
学
校
給

食
や
生
協
、
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
、
Ａ
コ
ー
プ
店
、
一

般
量
販
店
、
青
果
市
場
等
販
路
が
広
が
っ
た
。
ま

た
「
こ
ん
に
ゃ
く
村
」
を
つ
く
り
、
見
学
や
手
作

り
体
験
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

三
．
需
要
の
創
造
と
情
報
発
信

　

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
は
、
消
費
者
と
の
接

点
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
地
域
に
と
っ
て
は
、
直

売
所
や
道
の
駅
等
を
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し

て
、
情
報
発
信
と
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
積
極
的
に
活

用
す
る
必
要
が
あ
る
。
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
高
度

化
と
連
携
強
化
を
は
か
り
、
豊
か
な
地
域
の
食
文

化
と
し
て
発
信
し
て
い
く
運
動
を
全
国
的
に
も
盛

り
上
げ
て
い
く
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。
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